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ＪＲ東京総合病院の新外来棟オープンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 新外来棟の概要 

○ 構 造  鉄筋コンクリート（ＲＣ）造 一部鉄骨（Ｓ）造  

        地上７階地下３階 

○ 規 模  建築面積   2，950㎡ 

        延床面積   18，180 ㎡ 

○ 工 期  2003 年 11 月～2006年 3 月 

 

２ 特  長 

○ 予約制の導入 

  患者さまの待ち時間を短縮するため、すべての診療科に診療予約制を導入します。 

○ 診療科のセンター化 

   従来の診療科をブロック化して、５つのセンターを設置し、患者さまに分かりやすい診

療体制にします。 

・女性診療センター ・・・・・・  産婦人科、乳腺外科 

・循環器センター ・・・・・・ 循環器内科、心臓血管外科 

・呼吸器センター ・・・・・・ 呼吸器内科、呼吸器外科 

・脳神経センター ・・・・・・ 脳神経内科、脳神経脊髄外科 

・消化器センター ・・・・・・ 消化器内科、消化器外科 

○ クレジットカードによる支払い 

  医療費の支払いが VIEWCARD を始めとするクレジットカードでも対応が可能となります。 

○ 最新医療機器の導入 

光学式ナビゲーションシステム（光学式術中誘導装置）、リニアック（放射線治療装置）、

ＭＲＩ（核磁気共鳴断層撮影装置）、アンギオ（血管デジタル撮影装置）等の最新の医療機

器を導入します。 

○ ＩＴ化の推進 

電子カルテ、画像診断システムをはじめとした最新の医療システムを導入します。 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ東京総合病院の新外来棟につきましては、２００３年１１月より工事を進めてま

いりましたが、このたび竣工し２００６年４月にオープンすることとなりました。（４月

４日診療開始） 

 基本コンセプトを「信頼とやすらぎ」とし、従来の診療科をブロック化したセンター

の設置や、最新の医療機器及び電子カルテシステムを導入するなど、最先端医学に対応

した医療施設とするとともに、ゆとりある待合スペースを確保するなど、快適な環境を

創出し、地域の皆様や当社の社員家族に高度で良質な医療を提供してまいります。 



参考）病院の概要（2006.4.1 現在） 

     ・所 在 地   東京都渋谷区代々木二丁目 1番 3 号 

 ・診 療 科  26科、病床数 485 床（内個室 145床） 

 ・延床面積    約 57,000 平方メートル（病棟、駐車場等含む。） 

                      新外来棟：地上 7階地下 3階   18,180 ㎡ 

                        病   棟：地上 15 階地下 3階     34,800 ㎡ 

                        駐 車 場：地上 5階         4,100 ㎡ 

・新外来棟案内（地上７階地下３階） 

 屋上庭園 

７ Ｆ 成人科、人間ドックセンター 

６ Ｆ リハビリテーションセンター 

５ Ｆ 皮膚科、泌尿器科、メンタルヘルス・精神科、歯科口腔外科 

４ Ｆ 機械室 

３ Ｆ 麻酔科・痛みセンター、手術室 

２ Ｆ 
女性診療センター（産婦人科・乳腺外科） 

耳鼻咽喉科、小児科、助産師外来 

１ Ｆ 

総合受付 

消化器センター（消化器内科・消化器外科） 

外科、眼科、整形外科、形成外科 

Ｂ１Ｆ 

循環器センター（循環器内科・心臓血管外科） 

呼吸器センター（呼吸器内科・呼吸器外科） 

脳神経センター（脳神経内科、脳脊髄神経外科） 

血液・リウマチ科、内分泌代謝科、注射・処置室、救急外来 

Ｂ２Ｆ 
放射線科（画像診断） 

臨床検査科（画像診断、採血・採尿、生理機能検査） 

Ｂ３Ｆ 放射線科（放射線治療、ＲＩ検査） 

 

○ＪＲ東京総合病院全体図 

新外来棟 


